
日
蓮
教
学
・
教
団
史
上
で
、
そ
の
教
義
と
信
仰
は
、
日
蓮
聖
人
（
以
下
、
聖

人
と
記
す
）
の
記
さ
れ
た
「
遺
文
」
を
基
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
避
文
は
高
弟
ら
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
そ
の
形
態
も
真

筆
、
写
本
、
刊
本
と
時
代
の
流
れ
と
共
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流

れ
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
集
成
本
の
存
在
で
あ
り
、
第
一
次
集

成
本
「
録
内
御
書
」
、
第
二
次
集
成
本
「
録
外
御
書
」
は
、
今
も
な
お
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
多
く
の
論
点
を
有
し
て
い
る
。
集
成
本
の
収
録
遺
文
配
列
、
特
に

「
録
内
御
書
」
の
遺
文
配
列
は
目
録
よ
り
「
立
正
安
国
論
」
を
始
め
と
す
る
五

大
部
を
前
方
に
配
し
、
そ
の
後
に
教
義
上
重
要
で
あ
る
遺
文
か
ら
優
先
に
配
列

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
時
代
の

流
れ
と
共
に
、
近
世
に
お
い
て
こ
の
「
録
内
御
書
」
は
刊
本
化
さ
れ
、
世
に
流

一
、
は
じ
め
に
、

編
年
体
御
害
目
録
『
祖
書
目
次
』
の
遺
文
配
列
に
つ
い
て

編
年
体
御
書
目
録
「
祖
書
目
次
」
の
迩
文
配
列
に
つ
い
て

布
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
遺
文
を
基
と
し
た
教
学
理
解
が
進
む
に
つ
れ

「
録
内
御
書
」
の
遺
文
配
列
と
は
異
な
る
、
遺
文
を
イ
ロ
ハ
順
で
配
列
し
た
「
イ

（
一
）

ロ
ハ
分
類
」
の
御
書
目
録
が
編
集
さ
れ
、
そ
の
後
に
は
聖
人
の
生
涯
に
沿
っ
て

順
番
に
遺
文
配
列
が
な
さ
れ
た
「
編
年
体
御
書
目
録
」
が
集
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

｛
企
や
｝

（
↓
④
一
｝

「
編
年
体
御
書
目
録
」
に
つ
い
て
は
山
川
智
応
氏
を
は
じ
め
、
浅
井
要
麟
氏
．

（
閥
｝

鈴
木
一
成
氏
が
総
合
的
に
各
目
録
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
各
目
録
に
つ
い
て

（
Ⅲ
）
〈
六
）
（
し
）
（
八
）
（
九
｝

山
川
智
応
氏
、
浅
井
要
麟
氏
、
世
古
政
順
氏
、
堀
日
亨
氏
、
安
中
尚
史
氏
な
ど

が
詳
細
な
考
察
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
「
編
年
体
御
書
目
録
」
全
体
に
つ
い

て
そ
の
成
立
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
討
し
た
論
考
は
な
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
編
年
体
御
書
目
録
」
、
特

に
そ
の
中
で
も
初
め
て
刊
本
化
さ
れ
世
に
流
布
し
て
い
っ
た
一
祖
書
目
次
」
に

つ
い
て
、
そ
の
異
本
を
そ
れ
ぞ
れ
管
見
な
が
ら
比
較
検
討
、
そ
し
て
そ
の
成
立

の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

木
村
中
一

一



「
新
撰
祖
書
目
次
」
（
以
下
「
祖
普
目
次
」
と
略
す
）
は
水
戸
三
昧
堂
檀
林

－
１
）

の
学
徒
、
建
立
日
諦
（
生
没
年
未
詳
）
が
同
学
の
玄
得
日
耆
と
共
に
編
纂
し
た

目
録
で
あ
る
。
日
諦
・
日
耆
は
、
「
祖
書
目
次
」
と
同
時
に
「
高
祖
年
譜
」
「
高

祖
年
譜
孜
異
」
を
撰
し
、
聖
人
伝
の
顕
彰
に
努
め
た
。
「
祖
書
目
次
」
で
は
「
録

内
御
書
」
『
録
外
御
書
」
「
他
受
用
御
書
」
「
品
類
御
香
」
中
よ
り
、
諸
本
に
よ

る
遺
文
の
区
別
、
及
び
そ
の
順
序
を
撤
廃
し
て
「
戒
罷
即
身
成
佛
義
」
か
ら
年

（
ト
ー
）

次
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

『
祖
書
目
次
」
に
は

祖
諜
目
次
題
言

高
祖
示
寂
之
後
六
子
得
遺
文
於
四
方
一
一
輯
ァ
以
為
録
内
録
外
凡
若
干
巻

別
二
有
｜
逸
書
数
十
本
亦
猶
碑
金
片
玉
豈
可
辱
棄
哉
頃
年
同
志
日
諦
欲
ｒ

次
其
著
述
ノ
年
月
以
為
叩
目
次
ｋ
然
而
伝
写
ノ
所
し
致
年
月
或
脱
或
誤
者
不
し

為
し
少
ｒ
於
し
是
考
訂
孜
孜
ト
シ
テ
遂
卒
其
業
所
し
録
書
目
凡
三
百
五
十
有
五

録
外
之
中
係
偽
撰
↓
者
則
除
し
之
真
偽
難
し
定
者
姑
閥
以
俟
・
来
哲
云
尋
又

有
・
年
譜
之
撰
余
與
鵬
焉
今
弦
併
二
目
次
上
梓
ス
夫
年
譜
之
所
一
具
列
一
多
取

一
諸
ノ
遺
文
・
而
ン
テ
目
次
之
設
以
便
ド
初
学
之
読
一
遺
文
一
者
ｋ
所
二
以
同
刻
一
也

安
永
己
亥
春
二
月

鐸
玄
得
識

（
↑
完
）

と
玄
得
日
耆
の
「
題
言
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
三
百
五
十
五
編
の
遺

文
を
編
年
体
に
集
成
し
た
と
あ
る
。

二
、
「
祖
普
目
次
」
の
諸
本
に
つ
い
て

こ
の
「
祖
書
目
次
」
の
諸
本
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
①
安
永
八
年
に
刊
行
さ

れ
た
収
録
遺
文
数
三
百
五
十
五
編
の
「
祖
書
目
次
」
（
以
下
、
「
安
永
本
」
と
略

す
）
、
②
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
改
刻
さ
れ
た
収
録
遺
文
数
三
百
五
十
八

編
の
弘
化
改
訂
本
『
祖
書
目
次
」
（
以
下
、
「
弘
化
改
訂
本
」
と
略
す
）
、
さ
ら

に
新
た
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
③
常
忍
寺
寄
賄
日
巡
教
学
研
究
所
架
蔵
写

（
卜
０
．
口
・
）

本
「
祖
書
年
序
新
目
録
三
収
録
遺
文
数
三
百
五
十
一
編
。
以
下
、
「
常
忍
寺
本
」

と
略
す
）
の
三
本
の
異
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
各
目
録
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
文
と
編
者
の
記
救
を
並
べ
て
み

る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

（
①
『
安
永
本
祖
書
目
次
」
）

祖
書
目
次

〈
書
目
或
以
所
し
與
之
名
為
し
題
有
一
異
名
者
或
記
其
下
一
書
多
異

名
・
者
唯
挙
其
一
ゞ
爾
〉

沙
門
健
立
録

（
②
「
弘
化
改
訂
祖
書
目
次
ご

祖
書
目
次

〈
書
目
或
以
所
し
與
之
名
為
し
題
有
二
異
名
一
者
或
記
其
下
一
一
書
多
異

名
《
者
唯
挙
其
一
一
爾
〉

沙
門
健
立
編
次

後
学
英
園
再
訂

（
③
「
常
忍
寺
祖
書
目
次
乞

二



（
十
閥
）

②
は
①
と
異
な
り
、
「
後
学
英
園
再
訂
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

一
卜
Ｋ
）

記
か
ら
②
は
英
園
日
英
（
一
七
九
三
～
一
八
五
六
）
に
よ
っ
て
再
校
訂
が
加
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
英
圃
日
英
は
丹
後
妙
円
寺
二
十
一
世
で
文
化
・

文
政
・
天
保
時
代
に
活
躍
し
、
祖
書
・
聖
人
伝
の
研
究
に
卓
越
し
た
学
僧
で
あ
る
。

（
＆
Ｏ
Ｌ
ハ
）

③
は
同
じ
く
「
編
年
体
御
普
目
録
」
で
あ
る
「
境
妙
庵
目
録
」
と
の
合
本
で

あ
り
、
飛
跡
よ
り
一
筆
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
冒
頭
の
部
分
に
は

「
沙
門
健
立
編
次
／
後
学
英
圃
再
訂
」
の
記
戦
が
無
く
、
「
唯
挙
其

こ
の
後
に
「
繋
年
拠
親
番
所
在
記
孜
異
之
説
」
と
①
、
②
に
は
な
い
記
戦

が
付
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
一
成
氏
は
こ
の
「
祖
書
目
次
」
に
つ
い
て
「
目
次
は

仁
治
三
年
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
」
よ
り
弘
安
五
年
の
『
与
日
朗
普
」
に
至
る

（
卜
し
）

ま
で
の
三
五
五
筋
が
年
代
順
に
列
ね
て
あ
り
」
と
し
、
ま
た
浅
井
要
麟
氏
も
著

書
で
「
仁
治
三
年
の
「
戒
体
即
身
成
仏
義
」
か
ら
年
次
に
従
っ
て
こ
れ
を
配
列

し
て
、
弘
安
五
年
の
朗
師
談
状
に
至
る
ま
で
、
三
百
五
十
五
章
を
「
祖
書
月
次
」

と
題
し
た
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
今
回
考
察
を
加
え
た
結
果
、
収
録
遺
文

の
異
な
る
「
祖
書
目
次
」
中
、
三
百
五
十
五
編
を
収
赦
し
て
い
る
の
は
①
の
み

で
あ
り
、
両
氏
は
①
を
研
究
資
料
と
し
た
か
、
ま
た
「
題
言
」
に
記
し
て
あ
る

旨
を
述
べ
て
い
る
か
、
現
在
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
②
の
収
録
遺
文
数
を

確
認
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

祖
書
目
次

〈
書
目
或
以
所
與
之
名
為
題
有
異
名
者
記
其
下
一
書
多
異
名
者
唯
挙
其
一

繋
年
拠
親
書
所
在
記
孜
異
之
説
一
〉

で
は
次
に
そ
の
内
容
、
つ
ま
り
「
祖
書
目
次
」
諸
本
の
遺
文
配
列
に
つ
い
て

事
例
を
数
点
挙
げ
そ
の
相
違
を
み
て
み
た
い
。

「
安
永
本
』
、
『
弘
化
改
訂
本
』
、
「
常
忍
寺
本
」
の
各
目
録
を
比
較
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
差
違
を
数
点
で
は
あ
る
が
確
認
し
て
み
た
い
。
先
に
確
認
す
べ
き
こ
と

は
「
常
忍
寺
本
」
の
年
号
配
列
の
誤
り
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
『
安
永
本
」
・

『
弘
化
改
訂
本
」
の
如
く
、
弘
長
年
間
は
一
二
六
一
～
一
二
六
四
年
の
四
年

間
で
あ
り
正
元
年
間
（
一
二
五
九
～
一
二
六
○
）
、
文
応
年
間
（
一
二
六
○
～

一
二
六
二
の
後
に
配
列
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
常
忍
寺
」
で
は
正

元
年
間
と
文
応
年
間
の
間
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
次
頁
の
表
よ
り
看
取
で

杢
去
ご
ブ
（
》
Ｏ

で
は
各
『
祖
普
目
次
」
の
内
容
、
つ
ま
り
避
文
配
列
の
相
違
に
つ
い
て
数
点

で
は
あ
る
が
比
較
検
討
し
た
い
。
ま
ず
正
元
元
年
に
お
い
て
、
「
安
永
本
」
・
『
弘

化
改
訂
本
」
と
も
に
「
爾
前
得
道
有
無
」
・
「
爾
前
二
乗
菩
薩
不
作
佛
事
」
の
二

遺
文
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
「
常
忍
寺
本
」
で
は
「
爾

前
得
道
有
無
」
・
「
爾
前
二
乗
菩
薩
不
作
佛
事
」
の
二
遺
文
は
弘
長
二
年
に
配
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
「
常
忍
寺
本
」
で
は
正
元
元
年
に
「
今
此
三
界
合
文
」
・
「
後

五
百
歳
合
文
」
・
「
日
本
真
言
」
・
「
六
凡
四
聖
」
の
四
遺
文
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、

「
安
永
本
」
・
「
弘
化
改
訂
本
」
は
次
の
文
応
元
年
に
配
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ

の
点
は
『
常
忍
寺
本
」
の
独
自
遺
文
配
列
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

三
、
「
祖
書
目
次
」
諸
本
に
お
け
る
遺
文
配
列
の
比
較
検
討三



｜
窪
篤
蓬
一
一
一

－

次
に
文
応
元
年
を
さ
ら
に
見
る
と
「
安
永
本
」
・
「
常
忍
寺
本
」
に
お
い
て
．

代
五
時
系
図
」
の
次
に
「
七
重
勝
劣
」
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
が
、

「
弘
化
改
訂
本
」
で
は
「
七
重
勝
劣
」
を
文
永
七
年
に
配
し
て
お
り
、
「
弘
化

改
訂
本
」
の
独
自
遺
文
配
列
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

；
四

正
元
元
年
己
未
三
二
五
九
一

守
護
国
家
論

念
仏
五
篇

十
法
界
抄

爾
前
得
道
有
無

飼
訓
ゴ
剰
謝
趨
羽
桐
側
調

正
嘉
二
年
戊
午
【
一
二
五
八
】

一
代
大
意

一
念
三
千

十
如
是

一
念
三
千
法
門

仁
治
三
年
壬
寅
三
二
四
二
】

戒
体
即
身
成
仏
義

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

正
元
元
年
己
未
一
一
二
五
九
一

守
護
国
家
論

念
仏
五
篇

十
法
界
抄

爾
前
得
道
有
無I

正
嘉
二
年
戊
午
【
一
二
五
△

一
代
大
意

一
念
三
千

十
如
是

一
念
三
千
法
門

仁
治
三
年
壬
寅
三
二
四
三

戒
体
即
身
成
仏
義

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

弘
長
元
年
辛
酉
三
二
六
二

与
富
木
五
郎
常
忍
書

与
椎
池
四
郎
書

与
普
門
書

正
元
元
年
己
未
【
一
二
五
九
】

守
護
国
家
論

念
仏
五
篇

十
法
界
抄蕊|調

正
嘉
二
年
戊
午
三
二
五
八
】

一
代
大
意

一
念
三
千
理
事

十
如
是
事

一
念
三
千
法
門

仁
治
三
年
壬
寅
【
一
二
四
三

戒
体
即
身
成
仏
義

③
常
忍
寺
祖
書
目
次

文
応
元
年
庚
申
【
一
二
六
○
】

災
難
対
治
抄

十
法
界
明
因
果
抄

唱
法
華
題
目
抄

立
正
安
国
論

一
代
五
時
系
図調鼈調

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

文
応
元
年
庚
申
【
一
二
六
○
】

災
難
対
治
抄

十
法
界
明
因
果
抄

唱
法
華
題
目
抄

立
正
安
国
論

一
代
五
時
系
図

鑪 曹調
②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

文
応
元
年
庚
申
【
一
二
六
○
】

災
難
対
治
抄

十
法
界
明
因
果
抄

唱
法
華
題
目
抄

立
正
安
国
論

一
代
五
時
系
図

；
衣
座
室

③
常
忍
寺
祖
書
目
次



今
確
認
し
た
「
弘
化
改
訂
本
」
の
独
自
遺
文
配
列
は
次
の
弘
長
元
年
の
遺
文

配
列
に
も
い
え
、
す
な
わ
ち
「
安
永
本
」
・
『
常
忍
寺
本
」
で
は
「
与
富
木
五
郎

常
忍
書
」
・
「
与
椎
地
四
郎
書
」
・
「
与
普
門
書
」
の
三
遺
文
が
弘
長
元
年
に
配
列

さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
が
『
弘
化
改
訂
本
』
を
み
る
と
弘
長
元
年
に
は

以
上
の
遺
文
が
配
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
与
椎
池
四
郎
書
」
が
弘
安
四
年
に
配
さ

れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
こ
の
弘
長
元
年
に
は
「
安
永
本
」
・
「
弘
化

改
訂
本
」
に
お
い
て
「
与
船
守
弥
三
郎
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

る
が
『
常
忍
寺
本
」
に
は
「
与
船
守
弥
三
郎
書
」
が
み
ら
れ
な
い
。

五

文
永
七
年
庚
午
【
一
二
七
○
】

割
割
和
田
謝

与
檀
越
某
書

与
四
条
三
郎
左
衛
門
頼

基
書
与
曽
谷
次
郎
左
衛
門
教

信
書

与
富
木
氏
書

善
無
畏
三
蔵
抄

秀
句
十
勝

真
言
天
台
勝
劣

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

文
永
七
年
庚
午
【
一
二
七
○
】

与
檀
越
某
書

与
四
条
三
郎
左
衛
門
頼

基
書
与
曽
谷
次
郎
左
衛
門
教

信
書

与
富
木
氏
書

罰
則
週
謝

善
無
畏
三
蔵
抄

秀
句
十
勝

倒
型
畷
劉
謝

真
言
天
台
勝
劣

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

文
永
七
年
庚
午
【
一
二
七
○
】

割
割
利
因
習

与
檀
越
某
書

与
四
条
三
郎
左
衛
門
頼

基
書
与
曽
谷
次
郎
左
衛
門
教

信
書

与
宮
木
氏
書

善
無
畏
三
蔵
書

秀
句
十
勝
抄

真
言
天
台
勝
劣

③
常
忍
寺
祖
書
目
次

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

弘
長
二
年
壬
戌
三
二
六
一
二

顕
誘
法
抄

爾
前
得
道
有
無

弘
長
元
年
辛
酉
三
二
六
二

……
③
常
忍
寺
祖
書
目
次

弘
長
元
年
辛
酉
「
ゴ
引
司
ヨ
ゴ

与
普
門
書：

弘
長
二
年
壬
戌
三
二
六
二
一

与
工
藤
左
近
吉
隆
書

教
機
時
国
抄

顕
誘
法
抄

上
行
菩
薩
結
要
付
嘱
口
伝

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

弘
長
元
年
辛
酉
づ
４
コ
到
司

弘
長
二
年
壬
戌
【
一
二
六
三

与
工
藤
左
近
吉
隆
書

教
機
時
国
抄

顕
誇
法
抄

上
行
菩
薩
結
要
付
嘱
口
伝

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

③
常
忍
寺
祖
書
目
次



続
い
て
文
永
年
間
を
み
る
と
、
文
永
元
年
で
は
『
安
永
本
」
・
『
常
忍
寺
本
』

に
お
い
て
「
報
大
学
三
郎
妻
書
」
の
次
に
「
法
華
真
言
勝
劣
」
、
「
与
南
条
兵
術

七
郎
書
」
の
次
に
「
木
絵
二
像
開
眼
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る

が
「
弘
化
改
訂
本
』
で
は
文
永
元
年
に
そ
の
二
遺
文
が
配
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
法

華
真
言
勝
劣
」
に
つ
い
て
は
文
永
六
年
、
「
木
絵
二
像
開
眼
書
」
は
文
永
十
一

年
に
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

又
、
刻
一
刀
年
牙
孑
Ｆ
｜
一

報
檀
越
某
書

報
大
学
三
郎
妻
書

濁
調
創
司
淵
矧

浄
写
一

当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事

与
南
部
某
書

与
南
条
兵
衛
七
郎
書

利
潤
。
鯛
制
鯛
割

当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事

与
南
部
某
書

与
南
条
兵
衛
七
郎
書

当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事

与
南
部
某
書

与
南
部
兵
衛
七
郎
書

利
纈
ゴ
側
剛
鯛
剰

－L

〃、

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

③
常
忍
寺
祖
書
目
次

弘
安
四
年
辛
巳
三
二
八
二

与
南
条
氏
妻
書

与
七
郎
次
郎
書

報
日
進
書

三
大
秘
法
書

与
門
人
書

与
兵
衛
志
書

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

弘
安
四
年
辛
巳
【
一
二
八
二

与
南
条
氏
妻
書

与
七
郎
次
郎
書

報
日
進
書

三
大
秘
法
書

割
棚
湖
叫
畑
割

与
門
人
書

与
兵
衛
志
書

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

弘
安
四
年
辛
巳
三
二
八
二

与
南
条
氏
妻
書

与
七
郎
次
郎
書

報
日
進
書

三
大
秘
法
書

与
門
人
書

与
兵
衛
志
書

③
常
忍
寺
祖
書
目
次

立
正
観
抄

顕
立
正
意

与
四
条
氏
書

報
光
日
尼
書

顕
立
正
意

立
正
観
抄

与
四
条
氏
書

利
絢
ゴ
鯛
闘
胴
劃

報
光
日
尼
書

立
正
観
抄

顕
立
正
意

与
四
条
氏
書

報
光
日
尼
書

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

③
常
忍
寺
祖
書
目
次

文
永
六
年
己
巳
【
一
二
六
九
一

与
宮
木
氏
書

与
檀
越
某
書

題
立
正
安
国
論
後

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

文
永
六
年
己
巳
三
二
六
九
一

与
富
木
氏
書

与
檀
越
某
書

濁
銅
剣
割
臘
矧

題
立
正
安
国
論
後

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

文
永
六
年
己
巳
三
二
六
九
一

与
富
木
氏
書

与
檀
越
某
書

題
立
正
安
国
論
後

③
常
忍
寺
祖
書
目
次



文
永
九
年
を
み
る
と
始
め
に
『
弘
化
改
訂
本
』
に
「
初
心
成
仏
抄
」
が
配
さ

れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
初
心
成
仏
抄
」
は
「
安
永
本
」
・
「
常
忍

寺
本
」
に
お
い
て
も
「
与
三
子
書
」
の
次
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
「
与
三
子
書
」

自
体
の
配
列
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
異
な
り
、
『
安
永
本
」
で
は
「
報
富
木
氏
書
」

の
次
、
「
常
忍
寺
本
」
で
は
「
報
僧
強
仁
書
」
の
次
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
与

三
子
書
」
に
つ
い
て
は
「
弘
化
改
訂
本
」
は
『
安
永
本
」
と
同
位
置
に
配
列
さ

文
永
三
年
を
み
る
と
文
永
元
年
と
同
じ
く
「
安
永
本
」
・
「
常
忍
寺
本
』
に
は

「
法
華
題
目
抄
」
の
次
に
「
報
富
木
氏
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

る
が
、
「
弘
化
改
訂
本
」
で
は
「
報
富
木
氏
書
」
が
配
さ
れ
て
お
ら
ず
「
復
日

進
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
文
永
三
年
に
は
「
常
忍
寺
本
」
に
お

い
て
「
報
星
名
五
郎
太
郎
書
」
を
確
認
で
き
る
が
、
『
安
永
本
』
・
「
弘
化
改
訂
本
」

で
は
文
永
三
年
に
配
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
、
同
時
に
「
常
忍
寺
本
」
に
は

文
永
四
年
の
記
載
が
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
常
忍
寺
本
」
文
永
九
年
に
配
列
さ
れ
て
い
る
「
草
木
成
仏
口
訣
」

で
あ
る
が
、
こ
の
「
草
木
成
仏
口
訣
」
は
別
称
「
与
（
報
）
最
蓮
房
書
」
で
あ

り
、
こ
の
点
よ
り
遺
文
名
称
の
変
更
が
「
常
忍
寺
本
」
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
弘
化
改
訂
本
」
・
「
常
忍
寺
本
」
に
お
い
て
「
与
富

木
氏
書
」
の
次
に
「
法
華
取
要
抄
」
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が

「
安
永
本
」
に
は
文
永
十
一
年
の
「
与
遠
藤
左
衛
門
書
」
の
次
に
配
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
「
安
永
本
」
・
「
常
忍
寺
本
」
に
お
い
て
「
与
檀
越
某
妻
書
」
の
次

に
「
与
檀
越
某
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
が
「
弘
化
改
訂
本
」
で
は
「
与
檀
越
某

妻
書
」
の
次
に
は
「
与
四
条
氏
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。

研
園
出
判
把

祁
阿
仏
書

才
門
人
書

寸
富
木
氏
書

Ⅸ
孔
翼
貯
陸
吐
打

；
慨
に
脆
鼎
把

祁
阿
仏
書

寸
門
人
書

寸
富
木
氏

駆
段
遮
盤

七 岡
庭
に
刺
“

祁
阿
仏
房
書

才
割
人
嘗

文
永
四
年
丁
卯
三
二
六
七
一

文
永
三
年
丙
寅
【
一
二
六
六
】

法
華
題
目
抄#’

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

文
永
四
年
丁
卯
三
二
六
七
］

文
永
三
年
丙
寅
三
二
六
六
一

法
華
題
目
抄

掴
副
週
劃

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

文
永
三
年
丙
寅
三
二
六
六
一

法
華
題
目
抄!：

③
常
忍
寺
祖
書
目
次

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

③
常
忍
寺
祖
書
目
次



与
日
妙
香

典
言
宗
調
伏
秘
法

与
日
昭
等
書

与
四
条
氏
諜

八
宗
異
目

与
棚
越
某
妻
書

…
得
授
職
人
功
徳
法
門
抄

与
四
条
氏
諜

与
寓
木
氏
智

隅
俗
日
譜

谷
次
郎

ぺ
股
従
些

■
■

；
得
授
職
人
功
徳
法
門
抄

与
四
条
氏
諜

与
寓
木
氏
諜

洲
剰
馴
劉
捌

与八与与典与
棚宗四日言日
越異条昭宗妙
某目氏等調f1ド
妻 諜普伏
諜 秘

法

｜
そ
り
創

恢
敷
女
奉

砂
一
尼
誰

与
日
妙
蒋

真
言
調
伏
秘
法

与
日
昭
等
普

与
四
条
氏
諜

八
宗
違
目

与
檀
越
某
妻
書

割
棚
迦
剰
割

得
授
職
人
功
徳
法
門
抄

与
四
条
氏
醤

与
富
木
氏
普

濁
剰
剃
刻
州

呼
圏
金
呆
書…

一
谷
次
郎

琵
敗
典
彗

最
後
に
弘
安
年
間
に
移
る
と
「
安
永
本
」
・
「
弘
化
改
訂
本
」
に
お
い
て
「
与

七
郎
次
郎
書
」
の
次
に
「
報
千
日
尼
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
「
常
忍
寺
本
」
に
は
「
報
阿
仏
坊
尼
書
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

先
と
同
様
、
『
常
忍
寺
本
」
に
よ
る
遺
文
の
名
称
変
更
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
ま
た
「
弘
化
改
訂
本
』
に
て
「
与
四
条
氏
書
」
の
後
に
「
報
四
条

報
富
木
氏
菩

割
ヨ
荊
淵

棚
倒
劇
似
捌

引
創
利
珂
淵

与
檀
越
某
書

与
豆
子
尼
書

与
檀
越
某
書

与
檀
越
某
書

割
剛
週
謝

報
僧
強
仁
書

釧
刈
剛
閃
割

与
大
学
三
郎
杏

与
大
内
三
郎
安
消
番

与
浄
蓮
番

；
与与与与
檀檀豆檀
越越子越
某某尼某
書書書香

報
樹
木
氏
書

ｌ
与
三
予
諜

報
僧
強
仁
香

鋼
刈
剛
田
淵

与
大
内
三
郎
安
浦
番

与
浄
蓮
番

引
割
割
珂
謝

与
大
学
三
郎
将

与
檀
越
某
書

与
豆
子
尼
書

与
檀
越
某
香

与
檀
越
某
書

細
則
週
謝 鰕

与
揃
木
氏
諜

報
佃
強
仁
番

与
大
学
三
郎
醤

与
大
内
三
郎
安
浦
排

与
浄
蓮
普

八

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

③
常
忍
寺
祖
書
目
次



氏
書
」
が
配
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
が
、
「
安
永
本
」
・
「
常
忍
寺
本
」

に
て
は
「
報
四
条
氏
書
」
の
配
列
が
確
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
「
弘
化
改
訂
本
」

に
て
「
与
堀
内
某
書
」
の
次
に
「
与
九
郎
太
郎
書
」
「
与
檀
越
某
書
」
「
与
七
郎

次
郎
書
」
が
確
認
で
き
る
が
『
安
永
本
』
・
「
常
忍
寺
本
』
に
お
い
て
「
与
九
郎

太
郎
書
」
「
与
檀
越
某
書
」
は
同
年
内
の
後
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

与
七
郎
次
郎
書

本
尊
問
答
抄

与
大
田
氏
妻
書

与
堀
内
某
書

糊
荊
剛
回
謝

与
北
条
氏
書

与
妙
心
尼
書

報
妙
法
尼
普

与
四
条
氏
書

与
七
郎
次
郎
書

糊
荊
剛
庖
謝

与
北
条
氏
書

与
妙
心
尼
書

報
妙
法
尼
書

与
四
条
氏
書

細
凹
剰
珂
割

与
七
郎
次
郎
書

本
尊
問
答
抄

与
大
田
氏
妻
書

与
堀
内
某
書…

与
七
郎
次
郎
書

与
七
郎
次
郎
書

本
尊
問
答
書

与
太
田
氏
妻
書

与
堀
内
某
書

与
北
条
氏
書

与
妙
心
尼
書

報
妙
法
尼
書

与
四
条
氏
書

与
七
郎
次
郎
書

報
阿
似
扇
圃
謝

以
上
、
「
祖
書
目
次
』
諸
本
の
遺
文
配
列
に
つ
い
て
数
点
事
例
を
挙
げ
、
確

認
し
た
。
こ
の
遺
文
配
列
に
お
け
る
差
異
（
傍
線
の
箇
所
）
の
確
認
を
受
け
、

Ａ
「
①
。
②
同
一
記
載
、
③
記
載
な
し
」

Ｂ
「
②
．
③
同
一
記
載
、
①
記
載
な
し
」

Ｃ
「
①
．
③
同
一
記
載
、
②
記
載
な
し
」

Ｄ
「
①
の
み
記
載
」

Ｅ
「
②
の
み
記
載
」

Ｆ
「
③
の
み
記
載
」

と
以
上
の
六
点
が
指
摘
で
き
、
こ
れ
よ
り

（
ご
③
は
①
を
底
本
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
（
Ｂ
・
Ｃ
に
よ
る
）

四
、
小
結

割
樹
趨
剰
割

引
ｕ
鋼
凋
朗
謝

報
四
条
氏
書
与
四
条
氏
書
与
四
条
氏
書

割
興
潮
制
割

引
刈
馴
対
釧
謝
引
潮
斜
刈
鋼
刺
鋼
割

引
淵
娚
刷
割

引
樹
迦
剰
謝
割
棚
迦
剰
謝

弘
安
二
年
己
卯
三
二
七
九
一
弘
安
二
年
己
卯
三
二
七
九
一
弘
安
二
年
己
卯
三
二
七
九
｝

九

①
祖
書
目
次
（
安
永
本
）

②
祖
書
目
次
（
弘
化
改
訂
）

③
常
忍
寺
祖
書
目
次



（
二
）
③
は
②
成
立
以
前
に
書
写
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
②
に
依
っ
て
い
な

い
。
（
Ｂ
・
Ｅ
に
よ
る
）

（
三
）
③
は
①
～
②
の
間
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。

の
三
点
が
考
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
【
図
１
】
の
よ
う
に
「
常
忍

寺
本
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
図
１
｝

さ
ら
に
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
「
常
忍
寺
本
」
成
立
に
つ
い
て
、
前
述
の
鈴
木

一
成
氏
が
指
摘
し
た
「
こ
の
三
部
は
出
版
後
間
も
な
く
火
災
の
為
板
木
を
焼

く
十
八
）

失
、
絶
版
と
な
っ
て
い
た
」
の
一
文
か
ら
、
「
安
永
本
」
は
そ
の
出
版
部
数
が

少
な
く
希
少
で
あ
っ
た
、
ま
た
当
時
刊
本
も
書
写
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た

こ
と
よ
り
「
常
忍
寺
本
」
の
筆
者
は
「
安
永
本
」
を
た
だ
書
写
す
る
だ
け
で
な

く
自
ら
の
見
解
を
踏
ま
え
、
「
祖
書
目
次
」
（
「
安
永
本
」
）
の
異
本
を
作
製
し
、

そ
れ
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
日
英
に
よ
る

弘
化
年
間
の
改
訂
を
受
け
て
は
い
な
い
な
が
ら
も
同
一
部
分
も
見
受
け
ら
れ
、

こ
の
こ
と
よ
り
筆
者
は
か
な
り
の
学
僧
（
も
し
く
は
在
家
知
識
人
）
で
あ
っ
た

と
推
察
で
き
る
。

近
世
に
お
い
て
遺
文
を
流
布
さ
せ
た
中
心
的
な
書
籍
は
、
「
録
内
御
書
」
・
「
録

1

リ 弘
化
改
訂
本
祖
書
目
次

外
御
書
」
な
ど
の
集
成
本
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
過
文
配
列
は
、
重
要
な
過
文

か
ら
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
「
編
年
体

御
書
目
録
」
の
登
場
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
集
成
本
の
遺
文
配
列
は
こ
れ
ま
で

そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
遺
文
系
年
に
従
っ
て
遺
文

を
配
列
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
編
年
体
御
書
目
録
」
成
立
以
前
の
週
文
集
で
は

困
難
で
あ
っ
た
聖
人
の
生
涯
、
お
よ
び
思
想
信
仰
の
潮
流
を
遺
文
を
通
じ
て
追

体
験
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
初
め
て
刊
本

に
よ
り
世
に
流
布
さ
せ
た
と
い
う
視
点
か
ら
「
祖
番
目
次
」
の
存
在
は
当
時
の

日
蓮
教
学
を
学
ん
で
い
た
学
僧
ら
に
と
っ
て
は
大
い
な
る
驚
き
と
新
た
な
学
問

深
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
学
僧
ら
の
目
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
遺
文
の
系
年
推
定
や
遺
文
の
開
合
・
添
加
・
除

去
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
「
編
年
体
御
書
目
録
」
も
そ
の
時
に
応
じ
、
新
た
に
手

が
加
え
ら
れ
、
こ
れ
が
結
果
的
に
異
本
が
生
じ
て
い
っ
た
大
き
な
原
因
で
あ
っ

た
の
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
浅
井
要
麟
編
「
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
」
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
九
年
）

別
巻
四
一
一
頁

（
三
山
川
智
応
著
一
本
化
聖
典
解
題
提
要
通
論
」
（
天
業
民
報
社
、
大
正
十
二
年
）

二
頁

（
三
）
浅
井
要
麟
編
「
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
」
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
九
年
）

別
巻
四
二
～
四
一
八
頁
、
同
著
「
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
」
（
平
楽
寺
書
店
、

一

○



昭
和
二
十
年
）
五
三
～
六
○
頁

（
四
）
鈴
木
一
成
著
「
日
蓮
聖
人
迩
文
の
文
献
学
的
研
究
」
（
山
喜
房
仏
杏
林
・
昭
和

四
十
年
）
一
三
流
～
一
四
二
頁

（
流
）
山
川
智
応
稿
「
御
神
新
目
録
の
將
稀
に
つ
い
て
」
（
「
法
蕪
」
一
九
巻
九
号
所
収
、

昭
馴
八
年
）
同
稿
「
再
び
「
御
杏
新
Ⅱ
録
」
の
蕃
者
に
就
て
」
二
法
雅
」
一
九

巻
一
二
号
所
収
、
昭
和
八
年
）
同
柵
「
岬
び
「
御
押
新
目
録
」
の
箸
蒋
に
就
て
」

三
権
神
」
一
八
号
所
収
、
昭
和
八
年
）

（
六
）
浅
井
要
麟
稿
「
境
妙
庵
目
録
著
新
考
」
（
「
大
崎
学
報
」
五
五
号
、
昭
和
九
年
）

（
七
）
世
古
政
順
稿
「
境
妙
庵
目
録
小
考
」
（
「
楼
神
」
一
八
号
所
収
、
昭
和
八
年
）

（
八
）
堀
日
亨
稿
「
宗
門
に
於
け
る
祖
書
編
輯
に
つ
い
て
」
舎
大
日
通
」
五
巻
一
号
・

二
号
・
三
号
・
兀
号
・
七
号
・
八
号
・
十
号
・
十
一
号
・
六
巻
一
号
・
三
号
・

四
号
・
五
号
・
六
号
。
大
正
九
年
～
大
正
十
年
）

（
九
）
安
中
尚
史
稿
「
近
代
日
蓮
宗
の
動
向
ｌ
加
藤
文
雅
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
一
日

蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
十
六
号
、
平
成
元
年
）

同
氏
穂
「
近
代
Ⅱ
蓮
宗
の
動
向
二
）
ｌ
濡
刷
避
茎
編
纂
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

（
「
棲
神
」
六
十
二
号
、
平
成
二
年
）

同
氏
橘
「
溌
艮
閣
版
「
Ⅱ
通
聖
人
御
遺
文
』
（
縮
刷
世
文
）
編
纂
に
つ
い
て
の
一

考
察
」
二
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
十
七
サ
、
平
成
二
年
）

同
氏
柵
「
明
治
期
に
お
け
る
Ⅱ
辿
辿
文
築
糊
蕊
の
一
考
察
」
（
断
水
蝋
・
冠
賢
一

絹
「
Ⅱ
蓮
と
そ
の
教
帆
」
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
一
年
）

（
十
）
建
立
日
諦
（
生
没
年
未
詳
）
は
水
戸
檀
林
の
学
徒
。
瓢
歴
不
詳
。
同
学
の
玄
得

日
誉
と
共
に
「
高
祖
年
譜
舅
満
祖
年
譜
孜
異
」
（
共
に
安
永
八
年
刊
）
を
著
し
た
。

（
日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
「
日
通
宗
事
典
」
、
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
六

年
。
八
六
頁
）

（
十
二
浅
井
要
麟
編
「
昭
和
新
修
日
通
聖
人
世
文
全
集
」
（
平
楽
寺
諜
店
、
平
成
卜
一

年
）
別
巻
四
一
四
頁

（
十
三
安
水
八
年
本
「
祖
神
Ⅲ
次
」
「
迦
商
」
一
丁
ヲ
～
一
丁
ウ
、
訓
点
原
文
マ
マ

（
十
三
）
脇
取
常
忍
寺
寄
州
立
正
大
学
冊
辿
教
学
研
究
所
架
蔵
本
「
祖
挫
年
序
新
目
録
」

（
十
Ｗ
）
「
安
永
本
祖
諜
目
次
」
二
丁
ヲ
・
「
弘
化
改
訂
祖
神
目
次
」
二
丁
ヲ

（
十
五
）
英
剛
日
英
は
優
陀
那
Ⅲ
卸
（
金
沢
立
像
寺
三
一
世
）
よ
り
も
七
歳
の
年
長
で
、

同
時
代
に
活
躍
し
た
、
卓
越
し
た
学
榊
で
あ
る
。
京
都
本
国
寺
二
六
世
了
義
日

達
の
学
系
に
偶
す
る
速
成
Ｈ
底
（
～
一
八
一
八
）
を
学
師
と
し
て
学
び
、
諭
方

に
攻
学
の
後
、
職
ケ
峰
、
山
科
、
飯
商
、
松
ヶ
崎
等
の
諸
檀
林
の
化
主
と
な
っ

て
後
学
を
育
成
し
た
。
丹
後
妙
円
寺
、
備
後
妙
顕
寺
を
腱
住
し
、
安
政
三
年
遷

化
。
寿
六
四
歳
。
日
英
は
そ
の
学
問
的
努
力
を
、
述
作
よ
り
も
章
疏
の
編
集
、

校
訂
に
傾
注
し
、
祖
普
、
祖
伝
の
研
究
に
多
大
の
便
宜
を
提
供
し
て
い
る
。
（
日

蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
蛎
典
」
、
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
卜
六
年
。

五
七
七
頁
．
「
Ｈ
迩
宗
蹴
疏
Ｈ
録
」
、
東
方
出
版
、
昭
和
五
十
剛
年
。
二
九
二
～

二
九
三
頁
参
照
）

（
十
六
）
拙
稿
「
糊
年
体
御
神
Ⅱ
録
に
つ
い
て
の
一
考
察
１
時
に
「
境
妙
庵
Ⅱ
録
」

を
中
心
に
ｌ
」
（
立
正
大
学
日
遮
教
学
研
究
所
綴
而
辿
教
学
研
究
所
紀
要
」
第

三
二
号
）
参
照

（
十
七
）
鈴
木
一
成
著
「
側
辿
聖
人
巡
文
の
文
献
学
的
研
究
」
（
山
悪
房
仏
神
林
、
昭
和

四
十
年
）
一
三
九
頁

一
一



〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
本
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
日
蓮
聖
人
遺
文
編
年
体
御
書
目
録

日
本
近
世

（
十
八
）
鈴
木
一
成
著
「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
昭
和

四
十
年
）
一
四
○
頁

巡
文
配
列

一
一
一


